編集後記 by unknown
学
会
彙
報
 
〇
真
宗
学
会
研
究
例
会 
〇
六
十
三
年
十
月
十
二
日(
水)
午
後
四
時
十
分
〜 
「
真
宗
と
社
会
福
祉
」
専
任
講
師佐
賀
枝
夏
文 
〇 
十
一
月
二
十
九
日(
火)
四
時
半
〜 
「
親
鸞
思
想
の
歴
史
的
展
開
」
—
覚
如
撰
述
を
通
し
て
一 
博
士
課
程
三
回
生
金
信
昌
樹 
〇 
十
二
月
十
三
日(
火)
四
時
半
〜 
「
占
部
観
順
の
生
涯
と
教
学
」 
—
『
教
行
信
証
拾
穂
録
』
を
中
心
に
し
て
一 
博
士
課
程
三
回
生 
畑
辺
初
代 
〇 
九
月
十
六
日(
金)
午
後
ニ
時
半
よ
り 
尋
源
講
堂
に
お
い
て
、
学
会
員
・
学
内
有
志
に 
よ
っ
て
鸞
音
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。
勤
行
の 
後
、
寺
川
俊
昭
先
生
よ
り
、
「
願
生
浄
土
」
と 
題
す
る
講
演
を
載
い
た
。
〇
十
月
二
十
日
采
)
午
後
二
時
半
よ
り 
尋
源
講
堂
に
お
い
て
、
学
会
員
・
学
内
有
志
並 
び
に
来
賓
の
御
参
集
を
得
て
、
真
宗
学
会
主
催 
に
よ
る
金
子
大
榮
先
生
十
三
回
忌
法
要
が
勤
修 
さ
れ
た
。
勤
行
の
後
、
西
元
完
助
先
生
よ
り
、
 
「
金
子
大
榮
先
生
の
御
面
影
」
と
題
す
る
講
演
を
載
い
た
。
〇
十
一
月
ハ
日(
火)
午
後
三
時
よ
り 
修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
 
「
誠
実
」I
共
に
是
れ
凡
夫
な
ら
く
の
み
—
三
宅
英
人 
「
法
然
の
求
道
」 
足
立
幸
子 
「
浄
土
三
経
往
生
文
類
の
一
考
察
」
佐
藤
智
行 
「
親
鸞
の
宿
業
観
」 
大
橋
恵
真 
〇
十
一
月
十
七
日(
木)
午
後
二
時
半
よ 
り
尋
源
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開 
催
さ
れ
た
。
「
懺
悔
道
と
普
賢
行
」
本
学
教
授
幡
谷
明
先
生 
「
見
仏
と
空
性
」
仏
教
大
学
教
授
梶
山
雄
一
先
生 
〇 
十
二
月
七
日(
水)
午
後
三
時
よ
り 
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
卒
業
論
文
中
間
発 
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
「
願
生
の
仏
道
」 
西
坂
孝
介 
「
信
心
の
力
働
原
理
と
し
て
の
如
来
回
向
」
武
田
浩
学 
「
い
な
か
の
ひ
と
び
と
考
」 
菊
巒
真
隆 
「
方
便
と
真
実
—
三
心
釈
を
中
心
と
し
て
一
」
三
桐
朋
美 
「
元
祖
か
ら
宗
祖
に
お
け
る
観
経
観
の
展
開
」
矢
守
祐
機
「
愚
禿
釈
親
鸞
」 
園
家
信
勇 
「
本
願
の
機
」 
毛
利
信
順 
〇 
第
一
研
究
室
の
真
宗
学
関
係
の
特
別
研
修 
員
と
し
て
、
萩
原
晃
俊
氏
が
十
月
一
日
付
で
就 
任
し
た
。
編
集
後
記
 
親
鸞
は
、
本
願
成
就
と
い
う
こ
と
に
立
脚
し 
て
仏
道
を
確
か
め
て
ゆ
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
 
自
己
に
発
起
し
た
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
た
っ
こ 
こ
ろ
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
の
由
来
を
尋
ね
て 
ゆ
く
な
か
に
頷
受
さ
れ
た
の
が
摂
取
不
捨
の
本 
願
の
力
用
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
本
願
を
教 
説
と
し
て
開
顕
さ
れ
た
釈
尊
を
、
親
鸞
は
教
主 
と
し
て
讃
仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
本 
願
と
は
、
単
に
釈
尊
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ー 
道
理
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
釈
尊
を
し
て
釈 
尊
た
ら
し
め
て
い
る
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
と
親 
鸞
は
語
っ
て
い
ま
す
。
「
言
語
を
通
し
て
言
語
を
越
え
た
も
の
を
身 
に
つ
け
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
ん
。
」
と
い
う
金 
子
先
生
の
言
葉
は
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
文
字 
の
解
釈
に
始
終
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
歴 
史
を
貫
く
よ
う
な
事
柄
に
頷
い
て
ゆ
く
道
と
な 
っ
て
い
る
の
か
を
問
い
掛
け
て
お
ら
れ
る
の
で 
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
(
藤
嶽)
